
１．日時　：　平成２１年７月１日（水）　1５:00～
２．場所　：　鳥取河川国道事務所　第１会議室
３．出席委員　  　　：　 部会長　　道上　正　　　　（財）とっとり地域連携・総合研究センター理事長　　

部会員　　井上　正一　　　　鳥取大学工学部教授　　
部会員　　古川　郁夫　　　　鳥取大学農学部教授

４．議事次第
　 （１）開札結果の報告

平成21年４月の入札結果報告
　 （２）審査対象工事の全体説明

審査対象工事件数・・・・・全６４件
①評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・全４１件
　 ・標準型・・・９件
　 ・簡易型・・・３２件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 3 1 4
ＰＣ － － － － 2 － 2
通信設備 － － － － - 3 3

－ － － － - － 0
計 0 0 0 0 5 4 9

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － 12 － － 12
機械設備 － － 4 － － － 4
通信設備 － － 1 － － － 1
受変電設備 － － 1 － － － 1
維持修繕 － － 5 1 － － 6

－ － － － － － 0
計 0 0 11 13 0 0 24

簡易型（施工能力評価方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
維持修繕 － － 6 － － － 6
塗装 － － 1 － － － 1
建築 － 1 － － － － 1

－ － － － － － 0
計 0 1 7 0 0 0 8

備考

加算点の合計
工種 計 備考

工種
加算点の合計

計

工種

中国地方整備局総合評価審査委員会　鳥取県部会（第３３回）開催結果の概要

加算点の合計
計 備考



②技術提案の審査（入札前審査）・・・全２３件
　 ・標準型・・・４件
　 ・簡易型・・・１９件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 3 － 3
建築 － － 1 － － － 1

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 1 0 3 0 4

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － 4 － － 4
Aｓ舗装 － － － 1 － － 1
法面処理 － － 2 － － － 2
維持修繕 － － 1 － － － 1
鋼橋上部 － － 2 － － － 2
通信設備 － － 1 － － － 1

計 0 0 6 5 0 0 11

簡易型（施工能力評価方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － 1 － － － 1
維持修繕 － － 7 － － － 7

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 8 0 0 0 8

　 （３）審査対象業務の全体説明
審査対象業務件数・・・２７件
　　①総合評価落札方式（公示前）・・・ 　４件

　　　【標準型】・・・　 　３件
　　　【簡易型】・・・　 　１件

　　②簡易公募型プロポーザル方式（公示前）・・ 　５件

　　③標準プロポーザル方式（公示前）・・・ １０件

　　④総合評価落札方式（入札前）・・・ 　１件

　　　【標準型】・・・ 　１件
　　　【簡易型】・・・ 　０件

　　⑤簡易公募型プロポーザル方式（特定前）・・ 　０件

　　⑥標準プロポーザル方式（特定前）・・・ 　７件

　 （４）審査対象工事・業務一覧
別紙のとおり

工種
加算点の合計

計

工種
加算点の合計

計 備考

備考

工種
加算点の合計

計 備考



７月１日（第３３回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰

ヒ
ア
リ
ン
グ

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

新
技
術

企
業
の
技
術
力

1 鳥取
道
路

駟馳山バイパス
蒲生川橋下部工事

一般土木 Ｃ
橋脚工　N=２基
土留・仮締切工　1式
仮橋　Ｌ=70m

塩害・中性化等の劣化を防ぎ、
コンクリートの耐久性及び構造
物の安全性の確保を図ること
が、重要であるため。

5
月

89.4 84.0 15 15
下部工コンクリート
構造物の品質・耐久
性向上

30 6 1 3 1 4 2 1 5.4 1 1 4 7月2日

2 鳥取
道
路

鳥取西道路
本高 高架橋第２下部工事

一般土木 Ｃ
橋脚工　N=４基
場所打ち杭工　φ１２００
Ｎ＝48本

塩害・中性化等の劣化を防ぎ、
コンクリートの耐久性及び構造
物の安全性の確保を図ること
が、重要であるため。

5
月

89.4 84.0 15 15
下部工コンクリート
構造物の品質・耐久
性向上

30 6 1 3 1 4 2 1 5.4 1 1 4 7月9日

3 ◎ 倉吉
道
路

名和淀江道路
上坪西改良工事

一般土木 Ｃ
工事延長　L=４００ｍ　　道
路土工　　　 　１式
函渠工　　　　　　３基

本工事は、函渠のコンクリート
の構造物工事であり、塩害・中
性化等の劣化を防ぎ、コンク
リートの耐久性及び構造物の
安全性の確保を図ることが、重
要であるため。

5
月

89.4 84.0 15 15
函渠工コンクリート
の品質耐久性の向
上

30 6 1 3 1 4 2 1 5.4 1 1 4 7月2日

4 殿ダム
営
繕

殿ダム管理庁舎建築工事
【再公告】

建築
Ｂ
・
Ｃ

管理庁舎RC-2
　約1，000㎡新築1棟

殿ダムを管理する施設の建築
工事

5
月

68.5 65.0 15 15
密実なコンクリート
の打設方法

10
コンクリートの打設
後の養生

10 3 3 4 2 2 1 3.5 7月14日

一般土木　Ｃ　のみ

⑦
地
域
貢
献

技術提案、施工計画 ②企業の施工能力

1 2

③配置予定技術者の施工能力

工事の特性

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

施工体制

◆技術提案の審査（入札前審査）　【標準型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計



７月１日（第３３回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ア） イ） a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） ア） イ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰

継
続
教
育

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

企
業
の
技
術
力

1 鳥取
道
路

鳥取自動車道

上
かみ

味野
あじの

舗装工事
As舗装 Ｂ ・排水性舗装Ａ＝６３００㎡

鳥取自動車道姫路鳥取線における舗
装工事である。

5
月

77.3 73.0 15 15 10 10 平坦性確保
アスファルト
合材運搬

6 1 3 1 4 2 1 5 4.3 6月18日

2 鳥取
道
路 志戸坂峠道路 毛谷法面工事 法面処理 －

工事延長　L=　１００m
・アンカー工　N=９０本

本工事は、志戸坂峠道路のうち八頭郡智頭町毛
谷地内において法面工事を行うものであり、工事
目的である地山の安定化を図る上でアンカーの品
質確保は重要である。

5
月

66.3 63.0 15 15 15
グランドアンカー施工
の品質確保

6 1 3 1 4 2 1 3.3 6月18日

3 鳥取
道
路

津ノ井バイパス
西大路横断歩道橋上部工事

鋼橋上部
A
・
B

横断歩道橋上部工事　N=1
橋

本工事は、一般国道29号津ノ井バイパスのう
ち、鳥取市西大路地内において横断歩道橋
の上部工事を行うものであり、夜間の架設作
業で架設を行うものである。周辺に家屋等が
あるため現場作業時には騒音対策に配慮す
る必要がある工事である。

5
月

66.3 63.0 15 15 15
施工ヤード周辺の
家屋等に対する
騒音対策

6 1 3 1 4 2 1 3.3 6月18日

4 鳥取
道
路

鳥取西道路
本高地区第２改良工事

一般土木
C
・
Ｄ

地盤改良工（粉体噴射攪拌
工）　N=1,970本

ﾍﾟﾊﾟｰﾄﾞﾚｰﾝ　N=520本

深層混合処理において、均一な改良強度
を構築するためには、改良体の品質の向
上が必要である。

5
月

71.8 68.0 15 15 15
深層混合処理に
おける改良体の
品質確保

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 6月26日

5 鳥取
道
路

駟馳山バイパス
河崎地区改良工事

一般土木
C
・
Ｄ

地盤改良工（粉体噴射攪拌
工）　N=640本

ﾍﾟﾊﾟｰﾄﾞﾚｰﾝ　N=2210本

深層混合処理において、均一な改良
強度を構築するためには、改良体の
品質の向上が必要である。

5
月

71.8 68.0 15 15 15
深層混合処理に
おける改良体の
品質確保

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 6月25日

6 鳥取
道
路

鳥取西道路
本高地区函渠工事

一般土木
C
・
Ｄ

函渠工　N=２基
塩害・中性化等の劣化を防ぎ、コンクリー
トの耐久性及び構造物の安全性の確保
を図ることが、重要であるため。

6
月

71.8 68.0 15 15 15
躯体コンクリート
の施工管理

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 7月9日

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

工事の特性

工
事
種
別

ラ
ン
ク

区
分

1

施工体制

一般土木　Ｃ　のみ

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

⑦
地
域
貢
献

2

①-1　簡易な施工計画の加算点

◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力簡易な施工計画

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名

⑥
労
働
福
祉



７月１日（第３３回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ア） イ） a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） ア） イ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰

継
続
教
育

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

企
業
の
技
術
力

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

工事の特性

工
事
種
別

ラ
ン
ク

区
分

1

施工体制

一般土木　Ｃ　のみ

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

⑦
地
域
貢
献

2

①-1　簡易な施工計画の加算点 ③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力簡易な施工計画

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名

⑥
労
働
福
祉

7 鳥取
道
路

国道９号
酒津交差点改良他工事

維持修繕 -

　 掘削工　　230m3
    盛土工　　510m3
    ブロック積工　452m2
    排水構造物工　１式
    歩道舗装工　2520m2
    車道舗装工　625m2
    縁石工　　　　639m
    防護柵工　　147m
    道路付属施設工　１式
    構造物撤去工　１式

本工事は一般国道９号鳥取市酒津地
先における交差点改良工事及び鳥取
市気高町日光地先において自転車通
行帯を整備する工事である。酒津交
差点において施工中に市道の通行を
切りかえる必要があるため、一般車両
に対する安全対策が重要となる。

6
月

66.3 63.0 15 15 15
一般交通に対す
る安全対策

6 1 3 1 4 2 1 3.3 7月9日

8 倉吉
道
路

東伯中山道路
別所地区法面工事

法面処理 －
工事区間　L=1,700ｍ
植生基盤材 A=18,500m2

本工事は、東伯中山道路の琴浦町別
所地区外の切土部分で植生基盤材
吹付工を行うが、近隣に農地（果樹
園）があり植生基材吹付工における飛
散防止対策が必要である。

6
月

66.3 63.0 15 15 15
植生基材吹付工
における飛散防止
対策

6 1 3 1 4 2 1 3.3 7月13日

9 倉吉
道
路

国道９号
西福原歩道橋外上部工事
【再公告】

鋼橋上部
Ａ
・
Ｂ

（西福原横断歩道橋及び植
松横断歩道橋）
・工場製作工　一式
・工場製品輸送工　一式
・橋梁付属物工 一式
・歩道橋本体工 一式
・歩道橋架設工　一式

本工事は、一般国道９号鳥取県米子市
西福原地内及び西伯郡大山町植松地内
における横断歩道橋の上部工事である。

5
月

66.3 63.0 15 15 15

西福原横断歩道
橋における部材の
塗膜損傷防止と
補修

6 1 3 1 4 2 1 3.3 6月29日

10 ◎ 日野川
河
川 日野川堰放流制御設備工事 通信設備 － 堰制御処理装置　　一式

　河川管理上、河川流量の制御を行う重要な施設
である日野川堰・法勝寺川堰のゲート制御処理装
置の設置（更新）を行う工事である。
　運用中である既設機器からの取り替えのため、
切替作業時には細心の注意を払いながらゲート
誤作動による堰下流へ誤放流しないよう作業を進
める必要がある。
このため、誤放流防止対策が特に重要である。

5
月

66.3 63.0 15 15 15
既設機器からの
切替時における誤
放流防止対策

6 1 3 1 4 2 1 3.3 7月9日

11 殿ダム
河
川

殿ダム
楠城山崎線付替（その９）工事

一般土木
C
・
Ｄ

掘削工　約1,700m3
法面整形工　約700m2
法枠工　約410m2
補強土壁工　約1,200m2
排水構造物工　1式
防護柵工　約240m

市道楠城山崎線における改良工事である。
施工現場は急峻であり、作業ヤードも狭いた
め、施工方法・使用機械を工夫することで良
好な品質を確保することが重要である。

6
月

71.8 68.0 15 15 15
補強土壁施工時
の盛土の品質確
保

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 7月14日



７月１日（第３３回鳥取県部会）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

過
去
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
実
績

（
発
注
機
関

）

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
良
工
事
表
彰

同
種
工
事
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
発
注
機
関

）

資
格
取
得

従
事
役
職
の
経
験

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

1 鳥取 道路 嶋地区外工事用道路整備工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

鳥取西道路における工事用道路
を整備する工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小
さい工事である。

5
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 6月9日

2 鳥取 道路 志戸坂地区外整備工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

志戸坂峠道路における用地管理
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小
さい工事である。

5
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 6月18日

3 鳥取 道路 吉成地区整備工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

津ノ井バイパスにおける用地管
理工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小
さい工事である。

5
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 6月22日

4 鳥取 道路 篠坂地区外整備工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

志戸坂峠道路における用地管理
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小
さい工事である。

5
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 6月25日

5 鳥取 道路 高住地区外伐採工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

鳥取西道路における用地管理工
事である。
技術的な工夫の余地が極めて小
さい工事である。

6
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 7月7日

6 倉吉 道路 梅田地区用地管理工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

東伯中山道路における用地管理
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小
さい工事である。

6
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 7月6日

区
分

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

②③④⑥は「営繕工事」の特例

配置予定技術者の能力

加
算
点
の
合
計

公
告
時
期

（
月

）

企業の技術力

◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型(施工能力評価方式)】　対象工事一覧

施工体制

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

企業の施工実績

開
札
予
定
日

工事名
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

過
去
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
実
績

（
発
注
機
関

）

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
良
工
事
表
彰

同
種
工
事
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
発
注
機
関

）

資
格
取
得

従
事
役
職
の
経
験

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

区
分

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

②③④⑥は「営繕工事」の特例

配置予定技術者の能力

加
算
点
の
合
計

公
告
時
期

（
月

）

企業の技術力施工体制

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

企業の施工実績

開
札
予
定
日

工事名

7 倉吉 道路
国道９号倉吉管内
道路付属物設置工事

維持修繕 -

路側防護柵　L=約800m
防止柵　一式
標識工　一式
道路付属物　一式
構造物撤去工　一式

倉吉河川国道事務所管内におけ
る道路付属物設置工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小
さい工事である。

5
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 7月3日

8 倉吉 道路
国道９号
長瀬地区歩道整備工事

一般土木 Ｄ

工事延長　約１７０m
張出歩道　L=１５ｍ
舗装工　１式
擁壁工　１式
排水構造物工　１式

湯梨浜町長瀬地内における歩道
整備工事である。
技術的な工夫の余地が小さい工
事である。

5
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 7月6日



７月１日（第３３回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） イ）

品質確保の
実効性

施工体制の
確実性 評価内容１

加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

ヒ
ア
リ
ン
グ

継
続
教
育

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

新
技
術

企
業
の
技
術
力

        

1 ◎ 鳥取
道
路

鳥取自動車道
下味野高架橋床版外工事

一般土木 Ｃ
床版工　５５０㎡
壁高欄工　１式

本工事の床版は合成床版で
あり、採用する合成床版の特
性に配慮し床版コンクリートの
施工を行うことは、床版の品
質・耐久性に重要であるため

2 鳥取
道
路

鳥取西道路
嶋高架橋下部他工事

一般土木 Ｃ

橋台工　N=１基
函渠工　N=１基
土留・仮締切工　1式
仮橋　Ｌ=70m

塩害・中性化等の劣化を防
ぎ、コンクリートの耐久性及び
構造物の安全性の確保を図
ることが、重要であるため。

3 鳥取
河
川 千代川国英排水樋門設置工事 一般土木 Ｃ

樋門　N=1基
合流点処理1式

千代川堤防に排水樋門を新設す
る工事であり、長期的な維持修
繕コストを低減することが重要で
あることから、樋門工の品質・耐
久性の向上について技術的所見
を求める。

4 倉吉
道
路

中山名和道路
中山高架橋工事

ＰＣ －

①上部工形式　ＰＣポー
タルラーメン橋Ｌ＝２５．
９ｍ、Ｗ＝１１．３９ｍ
②下部工形式　、逆Ｔ式
橋台、場所打ち杭φ７
ｍ×８本、場所打ち杭
φ６．５ｍ×８本

ＣＯ構造物として、コンクリート
の品質耐久性の向上は重要
である。

5 倉吉
道
路

名和淀江道路
倉谷第２水路橋ＰＣ工事

ＰＣ -

・道路改良　L=200m
・切土　V=約30,000m3橋
台工　N=２基　場所打ち杭
Φ1m N=4本
上部工　（L=45m　　W=2m
PC単純中空床版橋)

ＰＣ橋梁工事であるが、工事
目的物の性能、機能の向上を
考えた場合、技術提案として
「中空床版コンクリートの品
質・耐久性」の確保を図ること
が、重要である。

6 倉吉
河
川 天神川河戸橋下部工事 一般土木 Ｃ

橋台工　N=１基
橋脚工　Ｎ=１基
土留・仮締切工　1式

塩害・中性化等の劣化を防
ぎ、コンクリートの耐久性及び
構造物の安全性の確保を図
ること、及び河川内での施工
であることから濁水対策が重
要となる。

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

ラ
ン
ク

工事概要

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

1

技術提案、施工計画

2

一般土木　Ｃ　のみ

⑦
地
域
貢
献

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

工事名

加
算
点
の
合
計

施工体制

工事の特性

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【標準型】　対象工事一覧

公
告
予
定
日

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

区
分

事
務
所
名

工
事
種
別
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ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） イ）

品質確保の
実効性

施工体制の
確実性 評価内容１

加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

ヒ
ア
リ
ン
グ

継
続
教
育

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

新
技
術

企
業
の
技
術
力

        

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

ラ
ン
ク

工事概要

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

1

技術提案、施工計画

2

⑦
地
域
貢
献

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

工事名

加
算
点
の
合
計

施工体制

工事の特性

公
告
予
定
日

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

区
分

事
務
所
名

工
事
種
別

7 倉吉
道
路 倉吉管内監視外設備工事 通信設備 －

ＣＣＴＶカメラ　Ｎ＝8台
光ケーブル　N=4km
光伝送装置（IP化）
N=22カ所
据付調整　　1式

本工事は監視設備を設置す
るもので、設置にあたってはラ
イフサイクルコストの低減、品
質管理体制を評価する。

8 倉吉
道
路 倉吉管内情報板外設備工事 通信設備 －

道路情報板（NHL2型）
N=３面
F型支柱　N=1基
砂防情報板監視制御設
備　N=1台
道路情報監視設備　N=
１台
据付調整　　1式

本工事は情報板設備を設置
するもので、設置にあたって
はライフサイクルコストの低
減、品質管理体制を評価す
る。

9 鳥取
道
路

国道９号
大谷情報表示設備外設置工事

通信設備 －
ＮＨＬ型情報板　１式
トンネル警報板　１式

道路及びトンネルの情報提供
を行う表示板の設置工事であ
り、表示板は安定した運用が
必要であることから耐久性及
び省電力化が重要となる。
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ア） イ） a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） ア） イ）

品質確保
の実効性

施工体制
の確実性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見
（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　
（
受
注
者
提
案

）
評価内容１

加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績
（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

企
業
の
技
術
力

1 鳥取
河
川 千代川曳田

ひきた

堤防補強工事 維持修繕 - 築堤　L=170m

千代川堤防の川裏法面の盛土による断面拡大及
びこれに伴う水路付替工事であり、堤防天端は県
道として自動車、歩行者が利用しており、工事車両
の通行に伴う安全の確保が必要である。

2 鳥取
河
川 千代川袋河原堤防工事 一般土木

C
・
Ｄ

築堤・護岸　L=1,000m

千代川堤防の川表法面に特殊堤、護岸を整備する
改良工事であり、市街地に隣接していることから堤
防天端の県道は自動車交通量が多く、工事車両の
通行に伴う安全の確保が必要である。

3 鳥取
河
川 千代川菖蒲

しょうぶ

他伐木工事 維持修繕 - 樹木伐採　A=25,000m2

千代川の河道内において樹木伐採を行う工事であ
る。河川内の中州等の足場の悪い箇所で作業を行
う為、中高木伐採時の作業員の安全確保並びに、
急激な河川水の増水に対する作業員の安全対策
が必要である。

4 鳥取
河
川 千代川古海他掘削工事 一般土木 Ｃ 河道掘削  V=30,000m3

千代川の河道内において土砂の撤去を行う工事で
ある。
河川内の掘削工事であることから掘削に伴う濁水
の防止対策が必要である。

5 鳥取
河
川 千代川修繕工事 維持修繕 －

護岸補修　L=約50m
　植生土のう
　　　　　　　N=約1,100袋
　布製型枠マット
　　　　　　　A=約550m2
根固補修　L=約60m
　捨石工　V=約330m3

袋川(旧)及び袋川の河道内において護岸補修及び
根固補修を行う工事である。
河川内の工事であることから掘削に伴う濁水の防
止対策が必要である。

6 鳥取
河
川 千代川伐木工事 維持修繕 －

伐木除根工　N=1式
チップ化処理　N=1式

千代川及び袋川の河道内において樹木伐採を行う
工事である。
河川内の中州等の足場の悪い箇所で作業を行う
為、中高木伐採時の作業員の安全確保並びに、急
激な河川水の増水に対する作業員の安全対策が
必要である。

一般土木　Ｃ　のみ

簡易な施工計画 ⑦
地
域
貢
献

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力

1 2

加
算
点
の
合
計

工事の特性

公
告
予
定
日

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

施工体制

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要

①-1　簡易な施工計画の加算点

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て
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7 鳥取
河
川 狐川排水機場整備工事 機械設備 －

除塵機設備の更新
空気圧縮機の更新
電光表示板の設置

鳥取河川国道事務所の管理する狐川排水機
場の修繕及び更新工事であり、設備の確実性
及び維持管理性を向上させることを目的とす
る。

8 鳥取
河
川 袋川狐川水門補修工事 機械設備 －

扉体の補修・塗替
開閉装置の補修
機側操作盤の更新

鳥取河川国道事務所の管理する狐川排水樋
門の修繕及び更新工事であり、設備の確実性
及び維持管理性を向上させることを目的とす
る。

9 鳥取
河
川 湯所川排水機場整備工事 機械設備 －

原動機　2基
減速機　2基　　の整備
主ポンプ2基

鳥取河川国道事務所の管理する湯所排水機
場の修繕及び改造工事であり、設備の確実性
及び維持管理性を向上させることを目的とす
る。

10 鳥取
道
路

駟馳山バイパス
海士地区第３改良工事

一般土木
C
・
Ｄ

掘削工　V=80,000m2
施工時に発生する粉塵について周辺民地へ与
える影響を防ぐ必要があるため。

11 鳥取
道
路

鳥取西道路
有富川樋門工事

一般土木
C
・
Ｄ

樋門工　　1式
護岸工　　1式

塩害・中性化等の劣化を防ぎ、コンクリートの耐久
性及び構造物の安全性の確保を図ることが、重要
であるため。

12 鳥取
道
路

鳥取管内
情報ボックス耐火防護工事

維持修繕
橋梁部耐火防護　N=30
橋
ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ施錠化　1式

本工事は、鳥取河川国道事務所管内の橋梁部情
報ボックスに耐火防護を行う工事及び情報ボックス
のハンドホールの施錠化を行う工事である。本工事
は橋梁部情報ボックスに耐火防護材を巻き付ける
工事であり、耐火防護の品質確保が重要である。



７月１日（第３３回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ア） イ） a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） ア） イ）

品質確保
の実効性

施工体制
の確実性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見
（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　
（
受
注
者
提
案

）
評価内容１

加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績
（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

企
業
の
技
術
力

一般土木　Ｃ　のみ

簡易な施工計画 ⑦
地
域
貢
献

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力

1 2

加
算
点
の
合
計

工事の特性

公
告
予
定
日

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

施工体制

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要

①-1　簡易な施工計画の加算点

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

13 倉吉
道
路

東伯中山道路
　大谷改良工事

一般土木 Ｃ

①盛土　70,000m3
②函渠工　20m
③地盤改良工　3,000m3
④擁壁工　　１式
⑤排水工　　１式
⑥ＰＤＲ　　１式
⑥切回工　　１式

国道９号と東伯中山道路の接合部分であり、通過
交通も多く粉塵対策が必要である。

14 倉吉
道
路

名和淀江道路
前谷地区外改良工事

一般土木
C
・
Ｄ

・道路改良　L=400m
・切土　V=約50,000m3
・盛土  V=約30,000m3

本工事は、付近は田園地帯であり、掘削施工時及
び土砂運搬時に現場内の粉塵対策が必要である。

15 倉吉
砂
防

天神川小泉谷川
渓流保全工事

一般土木
C
・
Ｄ

渓流保全工
　　　　　Ｌ=１２０ｍ
　床固め工　　２基
　流路護岸900m2

本工事箇所の直下流には、養魚場と親水施設
の釣り堀があり、濁水を流下させると営業に重
大な影響を与えることから、水質汚濁防止対策
が重要となる。

16 倉吉
砂
防

天神川福本砂防堰堤
付替道路工事

一般土木
C
・
Ｄ

付替道路工
　　　　　Ｌ=２３０ｍ
　　盛土　3,000m2
　　ブロック積
　　　　　　1,000m2

主たる工種がブロック積み擁壁であり、良好な
品質を確保することが重要である。

17 倉吉
河
川 天神川上井外護岸工事 一般土木

C
・
Ｄ

護岸工　Ｌ=1,400m
　ブロック張
　　　　　　8,000m2

本工事は高水護岸工事であり、高水敷からの
施工となる。本工事箇所は一般や学生の高水
敷利用が多く、施工に際しての第３者への安全
対策が重要となる。

18 倉吉
河
川 天神川大塚外護岸工事 一般土木

C
・
Ｄ

護岸工　Ｌ=８00m
　ブロック張
　　　　　　5,000m2

本工事は高水護岸工事であり、高水敷からの
施工となる。本工事箇所は一般の人の高水敷
利用が多く、施工に際しての第３者への安全対
策が重要となる。
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19 倉吉
河
川 天神川羽合外堤防強化工事 一般土木

C
・
Ｄ

堤防強化工
　　　　　L=1,500m
　ﾄﾞﾚｰﾝ工
　　　　　L=　900m
　擁壁工
　　　　　L=　500m

羽合箇所においては町道を利用し、交通規制を
行っての施工となることから、一般車両に対する安
全対策が重要となる。

20 倉吉
河
川

天神川水系
小形樋門改修工事

機械設備 - 開閉機更新６施設

倉吉河川国道事務所の管理する樋門の開閉機更
新工事であり、設備の確実性及び維持管理性を向
上させるため、設備更新における一連の施工計画
が重要である。

21 倉吉
河
川 三徳外予備電源設備工事 受変電設備 - 予備電源設備　N=4台

本工事は、管内情報板に予備発電設備を設置
するものであり、機器の品質管理が重要であ
る。

22 ◎ 殿ダム
河
川 殿ダム通信設備工事 通信設備 － 多重無線設備　１区間

本工事は、殿ダムの通信設備の製作・設置を行う
工事である。構築する通信回線は、ダム管理所～
事務所間を結ぶ重要な回線であり、その品質の確
保が必要である。

23 殿ダム
河
川

殿ダム
神護地区付替（その１）工事

一般土木
C
・
Ｄ

掘削工　Ｖ＝3,400m3
路体盛土工
V=10,800m3
補強土壁工　A=1,200m2

市道神護殿線における改良工事である。施工現場
は急峻であり、作業ヤードも狭いため、施工方法・
使用機械を工夫することで良好な品質を確保するこ
とが重要である。

24 殿ダム
河
川

殿ダム
楠城地区他整備工事

維持修繕 -

側溝工 L=300m
舗装工 A=1,600m2
張りｺﾝｸﾘｰﾄ工 A=530m2
残土処理工 V=2,700m3
構造物撤去工 N=1式
護岸補修　N=1式

殿ダム事業用地内における整備工事である。施工
現場は民家に近接している箇所も含まれているた
め、施工方法・使用機械を工夫することが重要であ
る。
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1 鳥取 道路
鳥取自動車道
河原鳥取区画線工事

塗装 -
溶融式区画線工　一式
ペイント式区画線工　一式

中国横断自動車道姫路鳥取線にお
ける区画線工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

2 鳥取 道路 志戸坂電気室他整備工事 建築 -

志戸坂トンネル
　　　　電気室　　１棟
　　　　ポンプ室　１棟
鳥取西道路
　　　　ポンプ室　１棟

志戸坂峠道路、鳥取西道路における
ポンプ室及び電気室の新築工事であ
る。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

3 鳥取 道路 鳥取管内交通安全対策工事 維持修繕 -

標識工事　１式
防護柵工事　1式
区画線工事　1式
遮断機工　１式

鳥取河川国道事務所管内における交
通安全施設工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

4 倉吉 道路 前谷地区外用地管理工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

名和淀江道路における用地管理工事
である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

5 倉吉 道路 樋口地区外用地管理工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

中山名和道路における用地管理工事
である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

6 倉吉 道路 住吉地区外用地管理工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

中山名和道路における用地管理工事
である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

7 倉吉 道路
国道９号米川横断歩道橋外
塗装塗替工事

維持修繕 - 塗装塗替　A=3,000m2

本工事は羽合国道維持出張所管内
における横断歩道橋の塗装塗替工事
である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

②③④⑥は「営繕工事」の特例
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8 殿ダム 河川 殿ダム用地管理作業 維持修繕 -

ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工 A=200ｍ2
側溝工 L=300m
防草対策工 A=1,000ｍ2
法面吹付工 A=500ｍ２
排水施設清掃工N=１式
除草工 L=10,000ｍ

殿ダム事業用地内における管理作業
である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。
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実施
体制

的
確
性

実
現
性

独
創
性

的
確
性

実
現
性

1 鳥取
駟馳山バイパス
福部外測量設計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、駟馳山バ
イパスのうち岩美郡岩
美町から鳥取市福部
町地内における測量
設計業務を行うもので
ある。

2 倉吉
中山名和道路
下市川他詳細設計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、一般国道９号
中山名和道路の大山町
殿河内地内における下
市川橋、跨道橋３橋の詳
細設計を行うものであ
る。

3 倉吉
名和淀江道路
松河原地区跨道橋他詳細設
計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、一般国道９号
名和淀江道路の大山町
松河原地内における跨
道橋２橋、水路橋２橋の
詳細設計を行うものであ
る。

落札者を決定するための評価項目

表
彰
経
験

入札参加者を決定するための評価項目

評価テーマに対する技術提案
実施方針・実施フロー・

工程等

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

成績・表彰資格・実績

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

成績・表彰資格・実績

地
域
精
通
度

予定担当技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

再
委
託
の
確
認

業
務
概
要

★　公示前審査  【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

評
価
テ
ー

マ

公
示

（
月

）

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

テーマ２の
提案内容

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登

録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
内
容
の
理
解
度

そ
の
他

（
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事

項

）

評
価
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

合
 
 

計

予定照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

企業の経験・能力

合
 
 

計

保
有
資
格

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

実
施
手
順

テーマ１の
提案内容
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
制

実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工

程
計
画
の
妥
当
性

実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工

程
計
画
の
妥
当
性

4 鳥取
駟馳山バイパス
岩美地区外地質調査業務

地質調査業務

本業務は、駟馳山バイパスのうち岩美郡岩美
町から鳥取市福部町地内における地質調査
業務を行うものである。

照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰
経
験

予定担当者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰
経
験

予定技術者の経験・能力

入札参加者を決定するための評価項目

企業の経験・能力

合
 
 

計

落札者を決定するための評価項目

業
務
成
績

★　公示前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

公
示

（
月

）

専
門
技
術
力

同
種
類
似
経
験

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

保
有
資
格

業
務
成
績

表
彰
経
験

実施方針及びヒアリング

地
域
精
通
度

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

合
 
 

計

保
有
資
格

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

業
務
理
解
度

実
施
手
順

地
域
精
通
度

専
門
技
術
力

ヒアリング

実
施
手
順

表
彰
経
験

業
務
理
解
度

予定管理技術者の経験・能力 書面
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事故
等

実施
体制

的
確
性

実
現
性

独
創
性

的
確
性

実
現
性

1 鳥取
千代川水系気候変化に関す
るモニタリング業務

土木関係建設
コンサルタント業務

千代川水系を対象として、地球温
暖化に起因する気候変化の影響
を把握するために、現在観測して
いる各種気象データ等を整理、分
析し、温暖化に対するモニタリン
グ検討を目的として実施するもの
である。

2 倉吉
倉吉重要構造物図書データ
作成業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、中国地方整備局管内
で運営している道路管理データ
ベースシステムの情報の充実と
利用拡大を目的として、所内で保
管している重要構造物(橋梁、トン
ネル、横断歩道橋etc)の完成図
面等を収集し、電子媒体への格
納及び同システムへの組み込み
を行うための更新データを作成す
るものである。

3 倉吉 倉吉管内敷地調査業務 測量業務

本業務は、倉吉河川国道事務所
の管理区間である一般国道９号
（鳥取県東伯郡湯梨浜町～米子
市陰田町地内）において道路敷
地調査を行い、道路の維持管理
のための資料として敷地平面図
並びに管内図を作成するもので
ある。

4 倉吉
天神川水系気候変化に関す
るモニタリング業務

土木関係建設
コンサルタント業務

天神川水系を対象として、地球温
暖化に起因する気候変化の影響
を把握するために、現在観測して
いる各種気象データ等を整理、分
析し、温暖化に対するモニタリン
グを目的として実施するものであ
る。

5 日野川
日野川水系気候変化に関す
るモニタリング業務

土木関係建設
コンサルタント業務

日野川水系を対象として、地球温
暖化に起因する気候変化の影響
を把握するために、現在観測して
いる各種気象データ等を整理、分
析し、温暖化に対するモニタリン
グを目的として実施するものであ
る。

合
 
 

計

保
有
資
格

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

実
施
手
順

再
委
託
の
確
認

そ
の
他

（
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事

項

）
テーマ１の提案内容

整
合
性 テーマ２の提

案内容

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登

録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

保
有
資
格

文
書
注
意
・
口
頭
注
意

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用

★　公示前審査  【簡易公募型プロポーザル方式（総合評価型）】　

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

特
定
テ
ー

マ

業
務
概
要

公
示

（
月

）

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
内
容
の
理
解
度

企業の経験・能力

合
 
 

計

技術提案書を特定するための評価項目

表
彰
経
験

技術提案書提出者を決定するための評価項目

業務計画の適切性
実施方針・実施フロー・

工程等

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

成績・表彰資格・実績 成績・表彰資格・実績

地
域
精
通
度

予定担当技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

予定照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験
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実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画
の
妥
当
性

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

1 鳥取 千代川堤防強化検討業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、千代川水系直轄
管理区間内において堤防の
浸透対策検討を行うものであ
る。

2 鳥取
千代川水系
事業展開検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

千代川水系河川整備基本方
針の河川事業を整理し、千
代川の特徴と課題、費用便
益等を踏まえた各事業の整
備効果を検討し、今後の河
川事業の効果的な進め方の
検討を行うものである。

3 倉吉
天神川水系
砂防危険度評価検討業務

土木関係建設コンサ
ルタント業務

天神川砂防区域においてﾚｰ
ｻﾞﾌﾟﾛﾌｧｲﾗｰ測量成果を用い
た大規模土砂災害の危険度
評価を行う。

4 倉吉
天神川水系
砂防情報基盤整備他検討
業務

土木関係建設コンサ
ルタント業務

・天神川水系における砂防情
報に関する住民への提供の
在り方について検討を行う。

5 倉吉
天神川
流砂量観測機器整備検討
業務

土木関係建設コンサ
ルタント業務

天神川水系の流砂量観測の
ための配置計画及び設計を
行う

6 倉吉
倉吉管内
交通量推計検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、倉吉管内におけ
る道路整備基礎資料として、
平成１７年道路交通センサス
調査結果について現況再現
を行うと共に将来交通量推
計を実施するために必要とな
る資料の作成を行い、分割
配分法を用いた将来交通量
推計等を実施する事を目的
とする。

7 倉吉
中山名和道路
地下水調査検討他業務

地質調査業務

本業務は、中山名和道路に
おける水文調査の検討を行
い、地下水調査を実施するも
のである。

8 日野川
日野川水系
小水力発電施設設計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、日野川水系にお
いて小水力発電を実験的に
行うための発電計画の検討
と施設設計を行うものであ
る。

特
定
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

実施方針

業
務
理
解
度

そ
の
他

（
有
益
な
代
替
案
や
重
要
事
項
の
指
摘

）

表
彰
の
有
無

担当技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

的
確
性

特定テーマ１

実
現
性

独
創
性

照査技術者の経験・能力

地
域
精
通
度

表
彰
の
有
無

地
域
精
通
度

業
務
成
績

合
 
 

計

実
施
手
順

妥
当
性

参考
見積

実
現
性

独
創
性

特定テーマ２

的
確
性

予定管理技術者の経験・能力

保
有
資
格

事
務
所
名

業務名 業務種別

公
示

（
月

）

特定テーマ

技術提案書を特定するための評価項目

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

No

★　公示前審査　【標準プロポーザル方式（総合評価型）】　

業
務
成
績

表
彰
の
有
無

地
域
精
通
度

専
任
制

業務概要

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績
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実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画
の
妥
当
性

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

特
定
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

実施方針

業
務
理
解
度

そ
の
他

（
有
益
な
代
替
案
や
重
要
事
項
の
指
摘

）

表
彰
の
有
無

担当技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

的
確
性

特定テーマ１

実
現
性

独
創
性

照査技術者の経験・能力

地
域
精
通
度

表
彰
の
有
無

地
域
精
通
度

業
務
成
績

合
 
 

計

実
施
手
順

妥
当
性

参考
見積

実
現
性

独
創
性

特定テーマ２

的
確
性

予定管理技術者の経験・能力

保
有
資
格

事
務
所
名

業務名 業務種別

公
示

（
月

）

特定テーマ

技術提案書を特定するための評価項目

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

No

★　公示前審査　【標準プロポーザル方式（総合評価型）】　

業
務
成
績

表
彰
の
有
無

地
域
精
通
度

専
任
制

業務概要

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

9 日野川
大山砂防
防災情報提供システム構築業
務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、大山砂防管内に
おける砂防施設等の地図情
報を自動検索で実施するた
めのシステム構築を行うもの
である。

10 日野川
大山砂防
情報通信設備計画検討業
務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、大山砂防管内に
おいて、早期避難体制の確
立に向けた支援策として、光
ｹｰﾌﾞﾙ、CCTVカメラ等の配
置計画検討を行うものであ
る。
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
制

実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程

計
画
の
妥
当
性

実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程

計
画
の
妥
当
性

1 日野川 皆生海岸測量業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、皆生海岸において海岸保全施設
の計画立案に不可欠な、海底地形状況の把
握及び皆生工区の既設離岸堤の施設改良
による影響を観測することを目的に、汀線測
量、海浜測量、海岸深浅測量を行うものであ
る。

４
月

10 20 - 26 4
減
点

11

数
値
化
し
な
い

19 26 4 120 6 14 - 16 4 - - - - - - - - - - 10 5 5 10 5 5 80

★　入札前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

公
示

（
月

）

入札参加者を決定するための評価項目 落札者を決定するための評価項目

企業の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

予定管理技術者の経験・能力

合
 
 

計

予定技術者の経験・能力 実施方針及びヒアリング

合
 
 

計

専
門
技
術
力

専
門
技
術
力

予定管理技術者の経験・能力 予定担当者の経験・能力 照査技術者の経験・能力 書面 ヒアリング

直
接
的
な
雇
用
関
係

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰
経
験

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

表
彰
経
験

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰
経
験

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰
経
験

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰
経
験

業
務
理
解
度

実
施
手
順

業
務
理
解
度

実
施
手
順
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実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画
の
妥
当
性

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

1 鳥取
鳥取道路行政マネジメント他検
討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、今後５年間の道
路事業に対し事業効果の把
握・検証を行い、地域社会へ
の影響や効果がどの程度あ
るか道路事業の効果につい
て検討を行うものである。

①業績計画書の指標検討
における着目点について

5
月

3 9 15 3 -

数
値
化
し
な
い

1 3 5 1 - 1 3 5 1 - 12 6 6 6 － 30 30 30 30 - - - - - - - -

数
値
化
し
な
い

200

2 鳥取 姫路鳥取線インパクト調査業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、中国横断自動車
道姫路鳥取線の整備による
整備効果指標データの更新
や、新たな整備効果指標の
検討を行うものである、

①分かりやすく充実した整
備効果指標における着目点
について

5
月

3 9 15 3 -

数
値
化
し
な
い

1 3 5 1 - 1 3 5 1 - 12 6 6 6 － 30 30 30 30 - - - - - - - -

数
値
化
し
な
い

200

3 鳥取
鳥取西道路
Ⅲ期排水検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、鳥取西道路（Ⅲ
期）の河川の内水氾濫解析
を行うものである。

①地形及び土地利用、道路
計画を踏まえた解析手法
②内水氾濫解析結果につ
いて、より分かりやすい地
域住民への説明資料

5
月

3 9 15 3 -

数
値
化
し
な
い

1 3 5 1 - 1 3 5 1 - 12 6 6 6 － 30 30 30 30 - - - - - - - -

数
値
化
し
な
い

200

4 鳥取 国道9号秋里拡幅設計業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、鳥取大橋東詰交
差点付近において付加車線
設置にともなう、測量及び道
路詳細設計等を行うものであ
る。

①現道交通への影響及び
第三者の安全を考慮した現
道の拡幅計画立案について

６
月

3 9 15 3 -

数
値
化
し
な
い

1 3 5 1 - 1 3 5 1 - 12 6 6 6 － 30 30 30 30 - - - - - - - -

数
値
化
し
な
い

200

5 倉吉
倉吉管内
現道活用調査検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、倉吉河川国道事
務所管内の山陰道整備の段
階整備に伴う現道の課題を
抽出・整理し、地域の要望を
反映させた整備計画案を検
討するものである。

①本業務における総合的な
整備計画策定の実施手順

5
月

5 15 25 5 －

数
値
化
し
な
い

－ － － － － － － － － － 12 6 6 6 － 30 30 30 30 － － － － － － － －

数
値
化
し
な
い

200

6 倉吉
天神川水系
固定堰改築検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

堰等の横断工作物が水系全
体の土砂動態に与える影響
を把握し、土砂動態が複雑で
ある天神川中流部において、
治水安全度に配慮し今後の
河道維持管理を軽減するた
めの堰改築を含めた河道計
画検討を行うことを目的とす
る。

①堰等の横断構造物が土
砂動態に与える影響の把握
手法
②一次元河床変動解析モ
デルの予測精度向上を図る
手法及びモニタリング観測
内容について

4
月

3 9 15 3 -

数
値
化
し
な
い

2 6 10 2 - - - - - - 12 6 6 6 － 30 30 30 30 - - - - - - - -

数
値
化
し
な
い

200

7 倉吉
中山名和道路外
電気通信設備検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、中山名和道路外
に設置する電気通信設備の
配置検討等を行うものであ
る。

①コスト縮減を考慮した設
備の配置検討について

6
月

3 9 15 3 －

数
値
化
し
な
い

－ － － － － 2 6 10 2 － 12 6 6 6 － 30 30 30 30 － － － － － － － －

数
値
化
し
な
い

200

★　特定前審査　【標準プロポーザル方式（総合評価型）】　

No

事
務
所
名

業務名 業務種別 業務概要 特定テーマ

公
示

（
月

）

技術提案書を特定するための評価項目

予定管理技術者の経験・能力 担当技術者の経験・能力 照査技術者の経験・能力 実施方針

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

表
彰
の
有
無

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

表
彰
の
有
無

地
域
精
通
度

特定テーマ２
参考
見積

合
 
 

計

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

表
彰
の
有
無

地
域
精
通
度

専
任
制

保
有
資
格

地
域
精
通
度

業
務
理
解
度

実
施
手
順

そ
の
他

（
有
益
な
代
替
案
や
重
要
事
項
の
指
摘

）

的
確
性

特
定
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

特定テーマ１

独
創
性

妥
当
性

実
現
性

独
創
性

的
確
性

実
現
性
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